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は　じ　め　に

ネギ葉枯病は Stemphylium属菌による病害であり，主
要な病原菌は Stemphylium vesicariumである（三澤，
2009 b）。本病は，外葉に「褐色楕円形病斑」（図―1 A）
を形成する病害として 1911年に報告されたが（出田，
1911），本病がネギ栽培上問題となるほど多発すること
はなく，これまでほとんど研究されてこなかった。しか
し，近年本病の病原菌がネギの中心葉に「黄色斑紋病斑」
（図―1 C）を形成することが明らかとなった（三澤，
2008 a）。ネギは通常葉鞘部に中心葉 3枚を付けて出荷
するため，黄色斑紋病斑が発生した株の外観品質は著し
く低下する。そのため，本病斑の発生はネギ栽培上の重
要な問題となっている。本病斑の発生ははじめ北海道で
確認されたが（三澤，2008 b），現在では関東以北のネ
ギ栽培地帯において重要病害となっている（三澤，
2009 a；関原ら，私信）。
筆者らは 2005年から本病の発生実態，発生生態およ

び防除に関する研究を実施し，その一部はすでに公表し
た（三澤，2009 a）。本稿では，2006～ 09年に実施した
本病菌の伝染環に関する試験結果（MISAWA and YASUOKA, 

2012）について紹介する。

I　北海道におけるネギの栽培概要

北海道におけるネギの栽培概要および本稿における生
育期間，非生育期間の概要を図―1に示した。北海道の
主要作型は 8，9，10月どり作型であり，各作型の定植
時期は 4月下旬，5月中旬，6月中旬であり，収穫時期
は 8月中旬～ 10月中旬である。すなわち，8月どり作
型の定植時期である 4月下旬から 10月どり作型の収穫
時期である 10月中旬を「生育期間」，それ以外の期間を
「非生育期間」と定義した。

II　胞子飛散消長と発病，気象条件の関係

 1 生育期間
試験は 2006～ 08年に，北海道北斗市のネギ栽培農家

A圃場で実施した。1作型当たり 250 m2の圃場内に 1

区 8.1 m2の殺菌剤無散布区を 1作型当たり 3箇所設定
した。各殺菌剤無散布区に 1台ずつ胞子トラップ（グリ
セリン・ゼリーを塗布したスライドグラス）を地上約
30 cmの位置に地面と垂直に設置し，約 1週間間隔で交
換した。回収したトラップを顕微鏡下で観察し，1 cm2

当たりの捕捉胞子数を計測した。捕捉胞子数は 3反復の
平均値および常用対数変換（log（捕捉胞子数＋ 1））後
の標準偏差を算出した。また，1区当たり 25株の褐色
楕円形病斑と黄色斑紋病斑の発病株率を胞子トラップ交
換日に調査した。

2006年の 10月どり作型では 8月 9日に褐色楕円形病
斑が初発し，その後徐々に発病株率が増加し，9月
22日に 94.7％に達した。黄色斑紋病斑は 9月 12日に初
発し 10月 3日に急増し発病株率 88.0％に達した。捕捉
分生子数は8月9日に初捕捉され，その後徐々に増加し，
9月 22日～ 10月 11日に 38.2～ 113.1個/cm2が捕捉さ
れた（図―2）。
その他の年次・作型においても同様にはじめに褐色楕

円形病斑の発病株率が増加し，その後，黄色斑紋病斑の
発病株率と捕捉胞子数がほぼ同時に，または前者がやや
遅れて増加する傾向が認められた。また，生育期間中に
捕捉された胞子はいずれも分生子であり，子のう胞子は
捕捉されなかった。
捕捉分生子数と気象条件（北斗市のアメダスデータ；
日平均気温，降水量，日照時間）の関係を解析した結果，
両者の間に相関関係は認められなかった。一方，捕捉胞
子数と両病斑の発病株率との間には，統計的に有意な正
の相関関係が認められ，胞子飛散量は気象条件ではな
く，病害発生量に依存していることが明らかとなった。
褐色楕円形病斑上には多量の分生子柄および分生子を

形成している（図―1 A，B）。一方，黄色斑紋病斑上で
は少数の分生子の形成は認められるものの，分生子柄は
確認されない（図―1 C）。これらの観察結果および発病
株率と胞子飛散消長調査の結果より，褐色楕円形病斑上
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に形成した分生子が飛散して，二次伝染を繰り返し，こ
れが中心葉に感染すると黄色斑紋病斑を形成すると推察
された。黄色斑紋病斑は分生子の付着・感染により形成
されるが，同病斑上での分生子の再形成および同病斑か
らの分生子の飛散は起こっていないと考えられた。

 2 非生育期間
2008年 10月に葉枯病罹病葉を採取し，これをワグネ
ルポット内に 20葉ずつ入れ，このポットを北海道北斗
市の道南農試露地圃場に設置した。前述の胞子トラップ

をポット内の地表面から 10 cmの位置に設置し，約 1週
間間隔でトラップを交換した。捕捉胞子数の調査は
2008年 10月下旬～ 12月下旬および 2009年 3月中旬～
7月下旬に実施した。
その結果，11月中は 21.2～ 95.0個/cm2の分生子が
捕捉されたが，12月1日には3.5/cm2に減少した（図―3）。
越冬後は，分生子が捕捉されたのは 4回のみで，捕捉数
もわずかであった。一方，捕捉子のう胞子数は，根雪前
までは 10個/cm2以下であったが，融雪後に急増し 3月
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下旬と 4月中旬に最も多く捕捉された。子のう胞子の飛
散は 6月 8日まではコンスタントに確認された。このこ
とから，本病の一次伝染源は子のう胞子であると推定さ
れた。

III　偽子のう殻の成熟

 1 生育期間～収穫後
2008年 8月 14日，9月 23日，10月 22日の 3回，A

圃場から褐色楕円形病斑を採取し，偽子のう殻の形成状
況を調査したところ，生育期間中の病斑上にはいずれも
分生子のみを形成し，偽子のう殻の形成は認められなか
った（表―1）。同年 10月下旬に罹病葉を採取し道南農試
露地圃場に放置し，約 1週間間隔で偽子のう殻の成熟状

況を調査した結果，収穫終了直後の 10月 28日から
Pleospora属菌の偽子のう殻の形成が認められ，その後
次第に成熟した（表―1）。

 2 非生育期間～翌春
2007～ 09年に非生育期間～翌春にかけての偽子のう
殻の成熟状況を調査した。

2007～ 08年の試験では，2007年 10月 29日に北斗市
内のネギ栽培 2圃場（Bおよび C圃場）より収穫直後
のネギ葉を採取した。B圃場からは罹病葉，C圃場から
は外観健全葉を採取した。罹病葉および外観健全葉をそ
れぞれナイロンメッシュバッグに入れ，これを滅菌した
園芸培土を充てんしたワグネルポットの土壌表面および
土壌中に設置した。これらのワグネルポットを道南農試
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図－2　 ネギ生育期間の褐色楕円形病斑，黄色斑紋病斑の発病株率と捕捉胞子数
の関係（2006年 10月どり作型）
バー：3反復の標準偏差，黒矢印・白矢印：褐色楕円形病斑・黄色斑紋病斑
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子のう胞子

分生子

積雪期間

2009年
7/217/137/66/296/226/156/86/25/265/185/115/54/274/204/134/63/303/243/193/13

2008年
12/2612/2012/1112/111/2511/1711/1011/4

1

10

100

1,000

（
補
捉
胞
子
数\

cm2

）＋
1

図－3　 非生育期間の捕捉胞子数（2008～ 09年）
バー：3反復の標準偏差．



植　物　防　疫　　第 66巻　第 7号　（2012年）

― 8 ―

364

露地圃場に設置し，2008年 5月下旬まで，2か月間隔で
回収し，偽子のう殻の成熟状況を評価した。偽子のう殻
の成熟状況は生育期間～収穫後と同様の基準で評価した
が，生育期間～収穫後の調査では病斑ごとに指数を判定
したのに対して，本試験では 1病斑内の各偽子のう殻ご
とに指数を判定した。

2007年の越冬前には罹病葉上にわずかに偽子のう殻
の形成が認められたが（指数 0.17），外観健全葉上では
形成が認められなかった。その後，2008年 1月 28日に
は罹病葉上のみならず，外観健全葉上にも偽子のう殻の
形成が確認された。また，偽子のう殻の形成は土壌表面
と土壌中のいずれにおいても認められた。各区の偽子の
う殻成熟指数は 2008年 1月 28日が 1.06～ 1.25，3月
27日が 1.34～ 2.24，5月 22日が 1.95～ 2.59であり，
次第に偽子のう殻が成熟した（表―2）。
外観健全葉は陰性対照を想定して供試したが，予想に

反して外観健全葉上にも偽子のう殻の形成が認められ
た。この現象の普遍性を検証するために，2008～ 09年
に北斗市内の 4圃場からそれぞれ罹病葉および外観健全
葉を採取し，越冬後の 5月に偽子のう殻の形成状況を観
察したところ，いずれの圃場から採取した罹病葉および
外観健全葉上においても偽子のう殻の形成が認められ
た。陰性対照として供試した滅菌ネギ葉およびガラス温
室内で栽培したネギ葉上では偽子のう殻の形成が認めら
れなかった。このことから外観健全葉上での偽子のう殻
の形成は道内のネギ栽培圃場で普遍的に起こっている現
象であることが確認された。

IV　非生育期間中の残渣からの S. vesicariumの
　　　分離率と分離菌の病原性

前節の偽子のう殻成熟状況調査で観察後のサンプルを
用いて，病原菌の分離および病原性検定を行った。

2007～ 08年の試験においては，越冬前の 2007年
10月 29日における S. vesicariumの分離率は罹病葉から
は 82.5％，外観健全葉からは 46.9％であった。その後，
翌春まで両サンプルから常に S. vesicariumが分離され
た（表―3）。また，分離菌のうち 1区当たり 5菌株につ
いてネギに対する病原性を検定したところ検定に供試し
た全菌株が病原性を示した。

2008～ 09年の試験においては，越冬前および越冬後
に菌の分離を行い，いずれの検定日においても罹病葉お
よび外観健全葉から S. vesicariumが分離されるととも
に，いずれの分離菌もネギに病原性を示した。
以上のように越冬前後の罹病葉および外観健全葉から

ネギに病原性を示す S. vesicariumが分離された。前節
における偽子のう殻形成の観察結果と合わせて，病原菌
が罹病葉上のみならず外観健全葉上にも偽子のう殻を形
成し越冬していることが明らかとなった。

表－1　生育期間および収穫後の偽子のう殻の発達（2008年）

調査月日 偽子のう殻の平均成熟指数 a）

生育期間
8/14
9/23
10/22

0.00
0.00
0.00

収穫後
（非生育期間）

10/28
11/4
11/10
11/17
11/25
12/1

0.44
0.67
0.89
2.22
2.22
2.33

a）偽子のう殻の成熟状況は以下の基準に従って，病斑ごとに指
数を判定した．

0：病斑上に偽子のう殻を形成せず，1：子のう未形成の偽子の
う殻を形成，2：子のう胞子未形成の子のうを偽子のう殻内に形
成，3：子のう胞子および子のうを偽子のう殻内に形成．

表－2　 非生育期間中の罹病葉および外観健全葉上の偽子のう殻
の発達

偽子のう殻の平均成熟指数 a）

越冬前 越冬中～越冬後

設置位置
2007年
10/29

2007年
12/4

2008年
1/28 3/27 5/22

罹病葉
土壌表面
土壌中

0.17
未調査
未調査

1.06
1.25

2.21
2.24

2.20
2.59

外観健全葉
土壌表面
土壌中

0.00
未調査
未調査

1.06
1.09

1.99
1.34

1.95
2.03

a）偽子のう殻の成熟指数は偽子のう殻ごとに判定した（表―1
と同様の指数による）．

表－3　 非生育期間中の罹病葉および外観健全葉上からの
Stemphylium vesicariumの分離率

Stemphylium vesicarium分離率（％）

越冬前 越冬中～越冬後

設置位置
2007年
10/29

2007年
12/4

2008年
1/28 3/27 5/22

罹病葉
土壌表面
土壌中

82.5
96.2
73.8

73.1
97.1

84.6
94.2

39.5
93.1

外観健全葉
土壌表面
土壌中

46.9
33.8
81.3

  9.6
  9.6

26.2
17.3

12.0
12.5



ネギ葉枯病菌 Stemphylium vesicariumの伝染環

― 9 ―

365

V　ネギ葉枯病菌の伝染環

ネギ葉枯病菌 S. vesicariumの伝染環を以下のように
まとめた。
（ 1） 生育期間中に多量の分生子が褐色楕円形病斑か
ら飛散し，これにより二次伝染を繰り返す（図―1 A，B）。
（ 2） 分生子が中心葉に感染すると黄色斑紋病斑を形
成する。同病斑上での分生子の再形成および同病斑から
の分生子の飛散は起こらない（図―1 C）。
（ 3） 偽子のう殻の形成は，生育期間の終わりまた
は，収穫終了直後の 10月下旬に始まる（図―1 D）。
（ 4） 病原菌は罹病葉上および外観健全葉上に偽子の
う殻を形成し，土壌表面および土壌中で越冬する（図―
1 E）。
（ 5） 翌春，子のう胞子が残渣から飛散し，これが本
病の一次伝染源となる（図―1 F，G）。

お　わ　り　に

本研究の結果，ネギ葉枯病菌の一次伝染源が罹病葉上
および外観健全葉上に形成した偽子のう殻から飛散した

子のう胞子であると推察された。
ネギは収穫株のうち外葉と葉先を除去し，葉鞘部に中

心葉を付けて出荷する。そのため，収穫後には大量の残
渣が発生し，これらはしばしば圃場に放置される。ネギ
は連作で栽培される作物であることから，圃場内に放置
された残渣が一次伝染源となり毎年本病が発生してい
る。大量に発生する残渣を圃場内から完全に除去するこ
とは極めて困難である。このことから，ネギ栽培圃場に
おいては，葉枯病菌の伝染源が常に存在し，葉枯病が発
生することを前提に栽培し，防除対策を講じる必要があ
る。なお，本病の防除対策として，薬剤防除対策（三澤，
2009 a；2009 c）および耕種的防除対策（三澤，2009 a）
が確立されている。
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